
ち ほ め ん ニ ュ ー ス V o l ８ ２

奈 良 財 務 事 務 所 総 務 課 企 画 係

畿央大学と連携した
地域貢献の取組

令 和 4 年 2 月 1 0 日



～はじめに～

奈良財務事務所では、大学と連携した財政・金融講座の実施など、地域機関と連携し、地域

貢献活動に取り組んでいます。取組件数は年々増加しているものの、当所の業務及び地域のた

めに何ができるのかといった点が未だ地域に浸透していないといった現状があります。

そのため、日頃より地域の方々とのつながりを大切にし、意見交換を通じて財務事務所とし

て地域のお役に立てることがないか考え、ちほめんを中心に創意工夫を凝らしながら地域の課

題やニーズに寄り添った取組を推進しています。

今回は、畿央大学との連携による地域活性化支援についてご紹介します。

【ニーズの把握と提案】

畿央大学健康科学部人間環境デザイン学科の清水裕子准

教授ゼミ（以下、清水ゼミ）は、住民主体のまちづくりを

研究テーマとしており、奈良県内各地にて、自治体と地域

住民が連携したまちづくりの仕組みづくりを展開していま

す。

清水准教授と意見交換する中で、「ゼミにおける地域連

携の取組をちほめんにお手伝いいただきたい」とのお話が

あり、自治体向け業務や金融経済教育といった財務事務所

の持つノウハウを活用できることから、取組支援を実施す

ることとなりました。

畿央大学（北葛城郡広陵町）



【市民団体が運営する施設でのマネー講座の実施（大和高田市）】

大和高田市において、畿央大学の学生及び地域住民が、市民ホールのレストラン跡をリノ

ベーションし、きらきら☆ステーション（以下、きらステ）という名前で多世代交流拠点を運

営しています。コロナ禍の真っただ中のオープンで、利用者数が伸び悩んでいるとの話を受け

利用者数増加を目的にイベント（マネー講座）開催を提案しました。

きらステは小さな子連れの利用者が多いため、まずは子育て世代向けのマネー講座を開催し

ました。近隣商店街でのチラシ配布等、PR活動を行ってもらったものの、初回ということもあ

り大賑わいとまではいきませんでした。しかし、「とてもわかりやすかった」との感想もあり

参加者の満足度は高かったため、継続的な開催により、利用者数の増加に貢献して参ります。

活動詳細は、きらステ公式 F a c e b o o kまたは

I n s t a g r a mをご覧ください。

～お問い合わせ先～

T e l  ： 0 8 0 - 5 3 6 7 - 3 1 1 3 (竹内 )

M a i l :  k i r a k i r a s t @ m i l k y - w a y . s a k u r a . n e . j p



北葛城郡広陵町及び河合町の地域間交流を目的

としたクイズラリー（竹馬★クイズラリー）の取

組を支援しました。

本件取組は、ゼミでの研究活動がきっかけと

なっています。両町の児童が地域にちなんだクイ

ズラリーを通じ地域を知ることで、「近くて遠い

隣町」から「ちょっと知っている隣町」に意識を

変化させ、地域への愛着を感じてもらうとともに

地域間交流のきっかけとなることを目標として清

水ゼミの３回生が主体となって企画されたもので

す。

当初は、財務課の自治体向け融資業務の知見を

生かして、クイズ作成のお手伝いをする予定でし

たが、ちほめんのイベント運営ノウハウも活用で

きることから、本件の運営についても支援するこ

ととなりました。

【ゼミ生考案イベントへの支援（広陵町・河合町）】



本件取組支援の中心となるちほめんはゼミ活

動から参加し、準備すべき事柄のアドバイス、

文書作成のアイデア出し等を行いつつ、イベン

ト当日には別のちほめんも加え、事務所一体で

運営補助を行いました。

イベント自体は、総勢１８１名が参加し、

「また参加したい」、「自分の町も隣の町も知

れて楽しかった」などの感想が寄せられる満足

度が高いものになりました。また、参加者だけ

でなく、イベントを運営した、畿央大学・地域

住民のボランティア・広陵町役場・河合町役

場・奈良財務事務所の間でもつながりができる

など、副次的な効果もありました。イベント終

了後両町はじめとして、「財務事務所がここま

で地域貢献に取り組んでくれることを知らな

かった」とのお話もあり、イベント成功もさる

ことながら当所の地域貢献の取組を浸透させる

ことができました。

事前準備段階からちほめんが参画した

竹馬★クイズラリーの詳細はこちらの

畿央大学ホームページをご覧ください。

https://www.kio.ac.jp/information/2021/12/27-68.html/


【まとめ】

これらの取組は今後も継続して実施する予定のもので、当所としても継

続的に関わることで、地域を元気にするお手伝いをしていきます。

こういった取組をきっかけに得たつながりを大切にし、小さなことか

らコツコツと取り組むことで、当所の地域貢献に対する思いを伝え、地

域に貢献して参ります。

公園内の誘導人員が不足していたため、管内のちほめんに声をかけて、対応した


